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【東京都 地域持続化支援事業】 

「文京区内医療機器産業企業の医工連携・オープン 

イノベーション推進に向けた調査」 

 

文京区内医療機器産業企業・大学・病院の連携強化 

オープンイノベーション推進ワーキンググループ 

【ご協力のお願い】 

 

【お問い合わせ先】 
・調査の趣旨についてのお問い合わせは以下にお願いいたします。 

東京商工会議所文京支部 山本・中村  

（文京区内医療機器産業企業・大学・病院の連携強化オープンイノベーション推進ワーキンググループ事務局） 

TEL：03-3811-2683  MAIL：bunkyo@tokyo-cci.or.jp 

・調査票の記入方法についてのお問い合わせは以下にお願いいたします。 

[調査委託先] ジーアイ・マーケティング・パートナーズ株式会社 

担当：監物（けんもつ） 

〒161-0034東京都新宿区上落合 3-8-2-1F  TEL：03-5941-8660 

この調査は、区内の医療機器産業企業に関連する企業の皆様に、自社の現状や取扱製品、製品・

技術開発における社外リソースの利用状況等について回答いただき、取りまとめて冊子として発

行することにより、文京区医療機器産業の魅力発信・医工連携等更なるマッチング推進のきっか

けづくりを目的として実施するものです。 

ご多忙のところ誠に恐縮ですが、調査の趣旨をご理解のうえ、ご協力くださいますようお願い

申し上げます。 
 

【調査の対象について】 
・ 調査対象は文京区内で医療機器産業関連事業を行っている企業・事業所を対象とし、「タ

ウンページ」をはじめとした各種データベースより抽出させていただきました。 
 
【ご回答票の処理について】 
・ ご回答いただいた内容は、東京商工会議所「特定個人情報を含む個人情報保護方針

（https://www.tokyo-cci.or.jp/privacy/policy/）」にのっとり、外部に漏洩しないよう厳重
に管理いたします。個別のご回答内容が公表されることはありません（調査結果を公表す
る際は個別企業が特定できないよう集計いたします）。 

・ 本調査は上記の調査目的以外に使用することは一切ありません。 
 
【ご回答にあたって（ご回答方法）】  ※ご回答期限２０２１年９月１０日（金） 
・ ご回答は、できるだけ経営者もしくは経営全般のわかる方にお願いいたします。 

・ 原則選択式としております。おわかりになる範囲でご回答ください。 

・ ご回答は以下いずれの方法でも可能です。 

①．右記 QR コードまたは WEB で回答いただく 

  https://form.qooker.jp/Q/auto/ja/tcci000041/QA/ 

②．調査票をメール（bunkyo@tokyo-cci.or.jp）まで送付いただく 

③．調査票を FAX（03-3811-2820）まで送付いただく 

https://www.tokyo-cci.or.jp/privacy/policy/
https://form.qooker.jp/Q/auto/ja/tcci000041/QA/
mailto:bunkyo@tokyo-cci.or.jp
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Ⅰ はじめに、貴社（貴事業所）の概要についてお伺いします 

 

【問Ⅰ-1】2021年 7月 1日時点の貴社（貴事業所）およびご回答者についてご記入ください。 

社 名  

所在地 

〒 

 

資本金額                 万円 

常用従業員数（該当す

るものにチェック） 

□ ５人以下    □ ６人以上～１０人以下 □ １１人以上～２０人以下 

□ ２１人以上～５０人以下   □ ５１人以上～100 人以下 

□ １０１人以上～３００人以下 □３０１人以上  

ご回答者 

職名・氏名 

 

 

電話番号 （             ）        ― 

E-mail                 ＠ 

ホームページURL  

業種（該当するものに

チェック） 

□ 製造業   □ 情報通信業  □ 卸売業   □ 小売業 

□ 製造販売業 □ サービス業  □ その他（          ） 
  

 

【Ⅰ-2】貴社（貴事業所）で現在お持ちの許認可等について、該当するものをすべて選択してください。 
 
（１）製造工程の品質管理関連 

1．  ISO9001 
2．  ISO13485 
3．  医療機器製造業登録 
4．  外国製造業者登録 
5． 特になし 

 

（２）その他の薬機法関連 

1．  第一種医療機器製造販売業 

2． 第二種医療機器製造販売業 
3． 第三種医療機器製造販売業 
4． 高度管理医療機器販売業・貸与業 
5． 管理医療機器販売業・貸与業 

6． 一般医療機器 
7．  医療機器修理業関連 
8． その他（             ） 
9． 特になし 

 
 
 
 
 
 
 



－3－ 

【問Ⅱ-1】貴社（貴事業所）が関係する主力医療機器最終製品の分野・クラスを下記の選択肢から１つ

選択してください。（該当する製品が複数ある場合には、貴社の売上に占める割合が最も大きい製品に

ついてお答えください） 

（１）分野  

 選択肢 

1． 治療用機器・用品 
2． 診断用機器・用品 
3． 体外検査機器 
4． 家庭用医療機器 
5． 歯科用機器・用品 

6． 眼科用機器・用品 
7． 医療機関用管理・物流 

・事務処理システム 
8． 研究開発用機器 
9． 動物用医療機器 

10． 部品等の供給なので最終
製品の分野が何か分か
らない 

11． その他 
（         ） 

（２）クラス  

 選択肢 

1． クラスⅠ 
2． クラスⅡ 
3． クラスⅢ 

4． クラスⅣ 
5． クラスには関係なし 

 

6． 部材等の供給なので最終
製品のクラスが分から
ない 

 

Ⅲ 貴社（貴事業所）における新型コロナウイルス感染症の影響についてお尋ねします 

【問Ⅲ-1】新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、貴社（貴事業所）においてどのような影響があ

りましたか。当てはまるものをすべて選択してください。 

1． 売上・利益が増加した 
2． 売上・利益が減少した 
3． 取引先や顧客が増加した 

4． 取引先や顧客が減少した 
5． 取引先や顧客とのコミュニケーションがとりやすくなった 
6． 取引先や顧客とのコミュニケーションがとりにくくなった 
7． 新しい取組み（製品開発や新商品・サービスの取扱い）を進めるきっかけになった 

8． 新しい取組み（製品開発や新商品・サービスの取扱い）を阻害する要因になった 
9． 特に影響はなかった 

10． その他（                      ） 

 
 

【問Ⅲ-2】貴社が新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響を受けて、取り組んでおられることはどの

ようなことですか。当てはまるものをすべて選択してください。  

1． （新型コロナウイルス感染症に対応した）製品・サービスの開発・導入 
2． 新たな事業分野への挑戦、既存事業の多角化 

3． 製品の流通経路、商品の仕入れ先、在庫や輸出入先等の見直し 
4． 営業活動や顧客対応のオンライン化 
5． 財務経理等バックオフィス業務のオンライン化 
6． テレワーク等の社内勤務体制の整備 
7． 社内教育等、従業員の生産性向上 
8． 取引先（医療機関等）への支援 
9． 特に取り組んでいることはない 

10． その他（                     ） 

Ⅱ 貴社（貴事業所）の取扱い製品についてお尋ねいたします 
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Ⅳ 貴社（貴事業所）の製品・技術開発についてお尋ねします 

【問Ⅳ-1】貴社（貴事業所）は現在、新たな製品・技術の開発に取り組んでおられますか。下記の選択肢

から１つ選択してください。 

1． 取り組んでいる 
2． 今は取り組んでいない  ⇒Ⅳ-2、３の設問もご回答ください 
3． その他（               ） 
4． 製品・技術を開発するような業種ではない ⇒Ⅴ-1 の設問へお進みください 

 

【問Ⅳ-2】貴社（貴事業所）が新たな製品・技術の開発に取り組む際に課題と思われることはどのような

ことですか。当てはまるものをすべて選択してください。 

1． 承認における不確定性がある（工程が見えない、結果が見通せない等） 
2． 上市（市販）するまでに時間がかかる 
3． 安全性などの検査や証明に時間がかかる 

4． PL 対応が難しい（保険の購入が円滑にいかない等） 
5． 製造販売業許可あるいは製造業許可を得るために必要な人材確保が難しい 
6． 医療機器に関する色々な問題に対して相談にのってくれる窓口がわからない 
7． 医療機器用の材料・部品の調達が難しい 

8． 薬事承認あるいは認可を得るための申請書作成等が複雑で、社内対応が難しい 
9． 特に課題と思うことはない 

10． その他（                           ） 

 

【問Ⅳ-3】貴社（貴事業所）は新たな製品・技術の開発に取り組む際に社外リソース（外部の相談窓口や 

機関・専門家・他社など）を活用していますか。下記の選択肢から１つ選択してください。 

1． 活用している  ⇒Ⅳ-4 の設問もご回答ください 
2． 活用していない ⇒Ⅴ-1 の設問へお進みください 

3． その他（                           ） 

 

【問Ⅳ-4】貴社（貴事業所）が活用されている社外リソースはどのような先ですか。当てはまるものをすべ 

て選択してください。 

1． 大学・高等教育機関 
2． 研究機関 
3． 医療機関 
4． 製造（ものづくり）企業 

5． 製造販売企業 
6． その他異業種企業 
7． 同業他社 

8． 支援機関・専門家（医療機器開
発支援ネットワーク等） 

9． その他 
（           ） 
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Ⅴ 貴社（貴事業所）における社外リソースとのマッチング機会の利用について、お尋ねします。 

【問Ⅴ-1】貴社（貴事業所）が利用している、利用したことがあるマッチング手法はどのようなものですか。

当てはまるものをすべて選択してください。 

1． 公的機関のマッチングサービス（オンラインではない直接機会） 
2． 公的機関のマッチングサービス（オンライン） 
3． 民間のマッチングサービス（オンラインではない直接機会） 
4． 民間のマッチングサービス（オンライン）         ⇒1.～8.のいずれか 1 つ 
5． 大学・研究機関の紹介                   でも選択した方は 
6． 医療機関・医師等の紹介                  Ⅴ-2～4 の設問も 
7． 金融機関によるマッチング支援               ご回答ください 
8． 業界団体によるマッチング支援        
9． 特に利用した、しているものはない ⇒Ⅴ-5 の設問へお進みください 

10． その他（                 ） 

 

【問Ⅴ-2】貴社（貴事業所）のマッチング利用の目的・期待はどのようなことですか。当てはまるものを 

すべて選択してください。 

1． 研究開発 
2． 新製品・サービスの開発 
3． サプライチェーンの維持・構築 
4． 販路拡大・マーケティング 
5． 製品の検証（非臨床・治験・臨床） 
6． 法規制対応 
7． 海外展開 
8． 知財対応 
9． 特に意図していない 

10． その他（                 ） 

 

【問Ⅴ-3】貴社（貴事業所）においてマッチングを通じた成功事例（貴社の経営にプラスになった）はあり 

ますか。下記の選択肢から１つ選択してください。 

1． ある ⇒Ⅴ-4 の設問もご回答ください 
2． ない ⇒Ⅴ-5 の設問へお進みください 
3． その他（                 ） 

 

【問Ⅴ-4】上記事例について改めて取材させていただいてもよろしいでしょうか。（取材する場合は調査

委託先より個別にご連絡さしあげます。お伺いした内容は好事例として、後日作成する冊子

へ掲載させていただくことがあります。なお、掲載内容は事前にご確認いただきます。） 

1． 取材をうけてもよい ⇒調査票末尾の自由記入欄へ差し支えない範囲で 
事例の内容をご記入ください 

2． 取材はうけたくない 
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【問Ⅴ-5】貴社（貴事業所）の今後の展開に関して、国や地方自治体に求める支援はどのようなもので

すか。当てはまるものをすべて選択してください。 
 

1． 医療現場のニーズの収集や交流機会の提供 
2． 医療機器メーカー等とのマッチング機会の提供 
3． 開発から製品化・販売に至るまでの課題に対するワンストップ窓口・専門家派遣 
4． 薬事審査の簡便化・処理の透明化 
5． 審査料金や相談料の負担軽減 
6． 製品試験の迅速化・低価格化 
7． 長期的な資金繰り支援 
8． 医工連携に関する補助金の拡充 
9． PL 保険の情報や PL リスク教育の提供 

10． 販路開拓支援 
11． 知財戦略支援 
12． 海外展開支援 

13． 特に要望はない 
14． その他（                               ） 

 

 

Ⅵ 自由記述欄 

 

（自由記述欄：設問Ⅴで回答いただいた好事例の内容のほか、商工会議所へのご要望ほか自由にご記入ください） 

 

 

以上で終わりです。ご協力いただき誠にありがとうございました。 


